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背景・目的 

マンション居住者が安全で安心して健やかに生活できる「21世紀型コミュニティ」 

   「21世紀型コミュニティ」モデルの構築 

   コミュニティ構築サポートシステムの開発 

   都市集合住宅プログラミング手法の提案 

 

現状 
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加古川Ｇ防災会｢防災は挨拶から｣ 板橋区Ｓ管理組合「大規模林の保有」 

明石市Ｆ自治会｢安全と安心は割り勘」 

大規模な居住者アンケート調査（郊外／都心、団地／タワー＝2,697票） 

管理組合/自治会/防災会ヒアリング調査 

横浜市Ｇライブラリー・クラブ「寄贈本を共有・自主運営」 

横須賀市Ｓ防災会｢縦の長屋｣ 

1) 「21世紀型コミュニティ」モデルの構築 

– 居住者の相互認識をもとに、 

– 相互扶助、災害準備がなされ、 

– コミュニティの継続が動的平衡状態 

 

 

 

＜マンションの価値＞共有が実現、 
行政や地域社会との関係も良好に 

「21世紀型コミュニティ」の実現に向けて

支えるインフラ
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技術開発の概要 １ 

http://www.famille.akashi.hyogo.jp/doc/20091108.pdf�


隣居節（中国の隣人祭り） 

小厨房（団地内食堂） 住宅情報端末（内線通話機能） 

情報端末（ショートメッセージ機能） 

海外事例の調査（アメリカ／韓国／中国） 

ウェルカム・パケット（新入居者へ情報提供） 

地域史ミュージアム（グリーンベルト） 

2) 「コミュニティサポートシステム」の開発・実装 

– コミュニティ構築を支援する情報システム Comorebiの実装 

 

– 相互認識 

– 相互扶助 

• 日常生活・交流 

– 防災準備 

 

技術開発の概要 ２ 
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3) 「よりみちステーション」の提案 

– 複数棟型の大規模マンション、
棟毎のエントランスを活用 

– アクセスを活性化する仕組み 

技術開発の概要 ３ 

■室内の使われ方のイメージ 

■災害時の活動拠点として 



技術開発の概要 ４ 

4) 計画的にコミュニティ構築・醸成を進めるプログラミング手法の提案 

 土地情報入手
事業者組織内の
意志決定
●土地購入決定

販売計画検討
パンフレット作成
モデルルーム開設
HP開設

●関係行政の対応
許認可申請
行政折衝
公庫手続き
許認可取得

●近隣折衝および対策

企画設計
基本設計
仕様・デザイン等の検討

実施設計

土地売買折衝
土地取得

敷地特性の調査

現地調査
敷地調査
周辺環境調査
マーケット調査
（●マンションクラブ会員調査）

周辺事例調査
権利関係調査
行政関係調査
法規制調査
技術調査

企画構想の検討

ボリュウムチェック
●商品内容設定
●プラン作成・検討

事業採算の検討

収支検討
コスト検討
販売価絡検討

●事業スケジュール立案
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契約書類作成 重要事項説明
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使用細則
役員輪番表

●コミュニティクラブ規約
●防災組織規約

引き渡し・入居
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設立総会（文書）
●役員決定

理事会
コミュニティクラブ役員
サークル代表・役員
（防災組織設立）
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共用施設計画 コミュニティ計画 コミュニティ構築
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コミュニティクラブ活動

コミュニティ支援会社解約
（入居２年後程度）

基本設計
●仕様・デザイン等の検討

●購入者アンケート
●購入者ワークショップ

●サークル仮設立

●コミュニティ事務局選任
●管理員・施設管理者選任

居住者連携販売
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●入居者イベント
（時季に応じて各種開催）
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●購入希望者イベント

情報発信活動

●外部向けＨＰ作成（コミュニティのＰＲ）

（●連合自治会加盟）

タスクの凡例：
●コミュニティ構築に直接関連するタスク
●コミュニティ構築に影響が大きいタスク

●サークル運営引き継ぎ

●イベント運営引き継ぎ

開発事業者

建設関連業者

コミュニティ支援企業

居住者組織

不動産仲介業者

意思決定のマイルストーン

タスクの主な主体

プロセスの凡例：

●購入希望者調査



技術開発成果の先導性／効率性 

• 先導性：今後の技術開発に新たな方向性 
– 顧客視点：  購入者個人から、居住者組織へ。 

– 大規模調査： 生活の安心は、居住者相互の関係性。 

– 関係性構築支援： 機能側面＝施設・運営・情報 

– 技術革新性： 情報システムの実装 

 

• 効率性：３年間の段階的な技術開発（構成員・体制から市場展開へ） 

– 当初２年： モデルの構築 
• 設計・施工会社： マンションの施設・情報設備 

• 大学研究者： 運営（生活・防災） 

• 大規模調査： 首都圏・阪神間のマンション居住者 

• インタビュー： 居住者・関連業者（管理会社・企画会社・NPO等）・専門家（社会学
者）等 

– ３年目： プロトタイプシステムの開発・実証 
• マンション用情報システム構築の大手 

• 今後の事業化への道筋 

– 資金・リソース面：財政基盤の堅牢な企業。透明性の高い体制。 



実用化・市場化の状況／技術開発の完成度、目標達成度 

• 実用化・市場化の状況 
社会状況 
– インターネット全戸一括加入方式とマンションポータル普及。 

（つなぐ社のサービス導入件数：2,002棟184,300戸=2012.6末） 

– 東日本大震災の影響で、安心・安全への社会ニーズ。 
 

 
– Comorebi各機能を、MCloud管理のモジュール実装 
– 防災マニュアル作成支援、コミュニティ構築支援事業展開。 
 
 
– 関連マンション開発事業会社（清水総合開発）に展開予定。 

 

 
• 技術開発の完成度、目標達成度 

– 情報システム 
• 目標機能を、プロトタイプシステムにほぼ実装できた。 
• 一部機能を商品化、市場投入予定。（今年度中） 

– 空間・運営 
• 現在、コミュニティ運営マニュアルの開発・実装に取り組んでいる 

 



東日本大震災で、被災した12のマンションを調査。 
被災後の対応行動には、施設設備、情報共有、組織運営の支援の必要性が確認できた。 
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• 成功点 
– 大規模な居住者アンケート、現場に関わる多方面の豊富な実例をもとに、 
 実用性の高い「コミュニティサポートシステム」を具現化できた。 

 
• 残された課題 

– 情報システムの普及・展開 
• データベースおよびセキュリティのロバスト性向上 
• ユーザーインターフェイスの洗練 

– 施設、運営面 
• コミュニティ構築に有効な空間デザインのプロトタイプ開発 
• コミュニティ運営計画手法（マニュアル）の開発 
• コミュニティ運営を担う居住者組織への導入・普及の方策 

 
• 今後の見通し  （再掲） 

– MCloud管理 
• 「災害時安否確認機能」「居住者名簿機能」「防災情報・マニュアル機能」 

– 施設・運営の側面 
• 清水建設関連会社のマンション開発プロジェクト等、分譲マンション開発事業展開 

 

 

技術開発に関する結果／今後の見通し 
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